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縮
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険
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草
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摂
土
中
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助

ニ
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治

維

新
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経

済

的

意
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・
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趨

済
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:
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岬

語

一

骨

粗

凡
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ゲ
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ナ
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:
j
i
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-
:
・
緩
済
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土
岡
部
利
良

型
ス
ツ
ィ
ゲ
テ
イ
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ダ
ン
ピ
ン
グ
理
論
一

j
i
-
-
経
済
串
士
岡
倉
伯
士

附

鋒

新
着
外
園
経
済
雑
誌
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要
論
題
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誌
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ス
ツ
ィ
ゲ
-
ア
イ
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
理
論

岡

燭
占
的
貿
易
現
象
と
し
て
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
に
扮
す
る
理
論
的

闘
心
は
、
読
に
シ
ュ
ン
ペ

I
タ
l
、
ヴ
ア
イ
ナ

1
、
H

・です
イ

ヤ

T
等
に
よ
っ
て
姉
は
れ
た
。
し
か
し
そ
の
精
級
友
展
開
は
、

J
T
l
プ
リ
ン
、

ハ

1
ベ
ラ

l
p一怖い
U

て、

イ
ン
テ
7

、

ス
ツ
ィ
日
T

チ
イ
に
川
町
一
」
市
川
却
に
連
し
一
に
ゐ
る
ゆ

タ
ン
ピ
ン
グ
理
崎
山
今
日

の
水
市
h
f
↑
知
る
た
め
に
は

三
泊
り
と
れ
ら
の
人
々
の
分
析
を

窺
ひ
知
ら
ね
ば
友
ら
友
い
の
で
あ
る
が
、

を
持
た
な
い
。

こ
L
に
は
そ
の
除
祁

こ
h

で
は
た
U
主
と
し
て
イ
ン
テ
マ
及
び
ハ
l

パ
ラ
ー
に
立
脚
し
つ

k
、
し
か
も
『
務
自
の
解
決
』
を
試
み
て

の
理
論
。
骨
子
を
紹
介
し
且
つ
批
判
し
た

ゐ
る
ス
ツ
ィ
ヂ
テ
イ

い
と
岡
山
ふ
。
か
く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
イ

Y
テ
マ
、

ハ
1
パ
ラ

-
及
び
ス
ツ
ィ
ヂ
テ
イ
の
理
論
が
統

せ
ら
れ
、

ダ
ン
ピ
ン
グ

現
象
の
よ
り
正
確
友
分
析
が
可
能
に
な
る
と
思
ふ
。

ス
ツ
ィ
ゲ
テ
イ
の
『
解
決
』
は
イ
ン
テ
7

及
び
ハ

1
バ
ラ
ー
に

ス
ツ
イ
ザ
テ
イ
の

r
y
ピ
シ
グ
理
論

針
す
る
批
判
乃
至
は
修
正
で
る
る
。
そ
れ
放
に
吾
々
は
先
づ
必

要
た
限
り
に
於
て
‘
イ
ン
テ
マ
及
び
ハ

1
バ一
7
1
の
現
品
収
鱗

れ
て
置
か
ね
ば
友
ら
左
い
。
イ
ン
テ
マ
は
解
析
的
及
び
グ
ラ
7

i O. 
l¥ 〔

|¥斗三
|¥R  
Q i 「

οL  

的
方
法
を
用
び
て
、
ダ
シ

ピ
ン
グ
の
究
局
的
均
衡
傑

件
を
規
定
し
て
ゐ
る
。

t
h

で
は
彼
の
グ
ラ
フ
的
誕

明
の
み
を
引
府
す
れ
ば
定

八
凡
で
め
ら
rノ。

h
I
J
V
同
門
市
刊
明
及
び
M
川

凶
市
揚
の
限
界
葉
上
函
数

並
忙
首
該
組
側
占
企
業
の
限

町
作
費
用
函
教
が
い
づ
れ
も

遁
降
的
直
線
で
一
不
さ
れ
る

と
す
る
。
(
図
形
参
照
)
『
)
ロ

は
綜
久
門
限
界
賓
上
曲
線
、

士
一
由
民
上
曲
線
J
Y
L
Y
-
は
ダ
ン
ピ
ン
グ
限
界
寅
上
曲
線
.
】
)
与
巴
ち

{ 

} 

戸

は
圏
内
市
揚
の
限
界

伐
と
は
限
界
費
用
曲
線
で
あ
る
。
相
側

第
四
十
五
巻

八
九
五

第
六
銃

li 

乙
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ス
ツ
イ
ゲ
テ
イ
の

r
y
ピ
ン
グ
理
論

占
者
は
、
誌
掛
』
パ
和
小

(
H
堕
忍
岡
崎
汁
刑
制
+
、
て
べ
い
¥
司
令
畑
一
川
郡
)

l
諮
'
湖
沼
H

掛
提
唱
巴
謹
を
極
大
に
し
よ
う
と
す
る
。

と
の
位
大
の

僚
件
式
は
、
一
一
(
用
調
落
城
庁
1
1
一
問
調
一
路
三

H
q
即
ち
グ
ラ
フ
的
に

は
綜
合
限
界
貿
上
曲
線
と
限
界
費
則
的
総
と
の
交
制
の
横
座
標

引
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
。

明
は
凋
占
者
の
線
利
潤
を
極
大
な
ら

/
、
ノ

J
F
4
a
F
A
g
n
T
a、afLZM

l
r
v
/
制
町
貫
主
吋
L
d
t
J
L
t
れ
は
m
w
(
グ
γ

ピ
ン
グ
飢
一
民
主
)
と

似
し
(
閣
内
版
画
民
間
茸
)
に
分
配
さ
れ
る
。
と
の
究
局
的
均
衡
に
於
て
は

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

H
N
戸
HH叩
戸
内

H
何日

Z
で
あ
る
。
即
ち
究
局
的
均
衡
の
保
件
は
、
ダ

ン
ピ
ン
グ
限
界
貿
上
、
園
内
限
界
安
上
及
び
限
界
費
用
の
一
致

と
し
て
規
定
さ
れ
る
3

園
内
販
費
量
及
び
ダ
ン
ピ
ン
グ
販
賓
室

が
知
ら
れ
L
ば
、
ダ
ン
ピ

y
グ
の
下
に
於
け
る
関
内
債
格
及
び

ダ
ン
ピ
ン
グ
債
格
は
、
そ
れ
ん
¥
園
内
の
需
要
函
数
及
び
外
閣

の
個
別
的
需
要
函
数
と
の
闘
係
か
ら
直
接
に
決
定
さ
れ
る
。
遮

降
的
限
界
費
用
の
下
で
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
輸
出
は
、
岡
内
債
格
の

下
落
及
び
圏
内
販
衰
の
増
加
を
賢
す
。
封
鎖
的
狽
占
販
買
に
於

て
は
、
園
内
販
費
量
は

L
の
横
座
標
で
一
不
さ
れ
る
。
そ
れ
は
ダ

ン
ピ
ン
グ
の
下
に
於
け
る
園
内
盟
主
旦
側
よ
り
も
小
で
る
る
。

園
内
販
費
量
の
晴
加
は
、
遁
降
的
友
関
内
需
要
曲
線
を
議
恕
す

第
四
十
五
巻

第
一
六
貌

主主

四

八
九
六

る
限
り
、
岡
内
債
格
を
下
落
せ
し
め
る
。
遊
円
許
的
限
界
費
用
曲

線
刊
の
揚
合
に
は
ダ
ン
ピ
ン
グ
前
の
閣
内
販
寅
量
は
町
の
横
座

標
で
一
不
さ
れ
る
。
そ
れ
は
ダ
ン
ピ
ン
グ
後
の
国
内
販
費
量
、
郎

ち
γ
の
椛
座
標
よ
り
も
大
で
あ
る
。
従
っ
て
と
の
相
朝
合
に
は
ダ

ン
ピ
ン
グ
は
、
閣
内
販
費
茸
の
減
少
及
び
圏
内
向
田
格
の
騰
貨
を

3
3
八

、

【

〉

O

ぶ
机
辺
A

つ
J
d
y
F
Q

不
掛
町
内

mm外山
V
人
川
の
下
で
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
は
、
岡

内
市
場
に
封
し
て
何
等
の
影
響
を
も
及
ぼ
さ
友
い
。

以
上
は
イ
ン
テ
7

の
理
論

ω大
要
で
る
る
が
、

そ
こ
で
は
皐

に
、
安
局
的
均
衡
の
欣
態
の
み
が
描
宿
さ
れ
て
ゐ
る
に
す
ぎ
左

い
。
こ
れ
に
針
し
ハ

I
パ
ラ

1
の
理
論
の
特
徴
は
、
遡
営
な
グ

ラ
フ
的
方
法
を
川
ひ
て
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
の
進
行
を
経
過
的
に
跡

づ
け
て
ゐ
る
黙
に
求
め
ら
れ
る
。
被
は
涯
減
的
限
界
費
用
を
仮

定
し
且
つ
封
鎖
的
調
占
に
於
け
る
オ
プ
テ
イ
マ
l
ル
在
圏
内
販

貰
か
ら
出
張
す
る
。
乙
の
オ
ブ
テ
イ
マ

1
ル
な
園
内
販
賓
の
限

回

2
買
上
よ
り
も
、
外
岡
腕
衰
の
限
界
買
上
の
方
が
大
で
あ
る
限

り
、
調
占
者
は
差
営
り
囲
内
販
棄
を
披
張
せ
ゃ
に
、
輸
出
の
た

め
の
遁
加
的
生
産
繍
張
を
行
ふ
。
生
産
横
張
は
ダ
ン
ピ
ン
グ
利

潤
が
相
針
的
た
桜
大
値
を
と
る
ま
で
、
従
っ
て
外
図
版
賓
の
限



国
作
責
上
と
隈
界
費
用
と
の
最
初
の
一
致
瓢
が
到
達
さ
れ
る
ま
で

し
か
る
に
こ
の
外
図
版
衰
の
た
め
の
逗
加
的
生

産
披
張
は
、
限
界
費
用
を
議
の
圏
内
販
賓
の
限
界
責
上
(
ク
l

ル

鏡
け
ら
れ
る
。

ノ
l

黙
に
照
磨
す
る
限
界
貿
上
)
以
下
に
低
下
せ
し
め
る
。
か
〈
し

て
始
め
て
凶
内
販
費
の
時
四
張
が
可
能
に
な
る
。
関
内
販
買
の
蹟

張
も
ま
た
、
圏
内
販
寅
の
限
界
貿
上
と
限
界
貸
用
と
の
第
二
向

目
の
一
致
澗
(
第
一
同
日
の
一
致
鮎
は
ヶ
1

ルノ
1
対
で
あ
る
)

-
よ
1
る
0

4
1
1
ι
1
4
4
4
 

し
か
る
に
岡
内
販
賓
の
横
張
は

r'F' 
界
費
用
をま
昔、で

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

〉
、
河
叫
写
u
土司事、、
J
ヨ

1
k
l
E
-
ロミ:ーへ一、
F

一手、三、台一プヘノアコ。

σ
γ
7
日
目

mN寸
n
b
d
山
口
川
4
百
五

T
j
E
1
l
ト
ド
訓

2

4

!

‘
A
u
d

u
p

、J
F

J
ん

く

1
L
V

再
び
外
問
販
責
を
よ
り
一
居
抜
張
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

要
す
る
に
活
滅
的
限
界
究
用
は
図
内
販
賓
と
外
問
販
賓
と
の
交

互
的
撰
張
を
可
能
な
ら
し
め
る
。
そ
し
て
こ
の
過
程
は
イ
ン
テ

?
の
指
摘
し
て
ゐ
る
通
り
、
外
図
版
富
民
の
限
外
賓
上
、
関
内
販

寅
の
限
界
一
買
上
及
び
濁
占
企
業
の
限
界
費
用
が
一
致
す
る
結
に

於
亡
、
究
局
的
均
衡
に
到
達
す
る
。

ス
ツ
ィ
vr
一
ア
イ
に
よ
れ
ば
、

ダ
ン
ピ
ン
グ
の
究
局
的
均
衡
の

保
件
を
す
べ
て
の
場
合
に
於
て
、
園
内
及
び
外
鴎
限
界
貰
上
並

K
限
界
費
用
の
三
経
済
量
の
一
致
と
し
て
規
定
す
る
こ
と
は
許

ス
ツ
イ
ゲ
テ
イ
の
ダ
ン
ピ

y
r
理
論

さ
れ
な
い
。
三
経
済
量
の
一
致
は
軍
に
特
定
の
僚
件
、
部
ち
不

持
貨
の
限
界
費
用
の
限
定
の
下
に
於
て
の
み
受
賞
す
る
。
こ
れ
に

反
し
『
た
え
や
遁
日
升
乃
至
は
遁
除
す
る
限
界
費
用
曲
線
に
於
て

は
、
調
占
販
寅
乃
至
は
輸
出
の
最
後
の
単
位
に
蹄
属
ナ
る
限
界

費
用
は
、
常
然
民
不
均
等
で
な
け
れ
ば
な
ら
友
い
。
そ
れ
故
に

活
降
的
乃
至
は
遁
昇
的
限
界
費
用
曲
線
の
下
に
於
て
は
、
ダ
ン

ピ
ン
グ
限
界
費
上
、
閣
門
限
界
質
上
及
び
限
界
費
用
の
一
致
や
一

均
衡
の
隙
件
と
し
て
定
式
化
す
る
こ
と
は
不
可
能
?
あ
る
0

』彼

は
こ
の
瑚
山
知
ら
鴻
降
的
及
び
活
井
的
限
界
場
、
川
の
下
K
M川
け

る
均
衡
の
依
件
を
弐
の
厳
に
規
定
す
る
コ

ー
、
供
給
さ
る
ぺ
き
諸
市
場
に
於
け
る
限
界
頁
上
の
一
致
。

。
“ 

こ
の
債
値
か
ら
の
限
界
費
出
の
背
離
が
極
小
で
一
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
乍
ら
閥
内
市
場
に
及
ぼ
す
ダ
ン
ピ
ン
グ
の
作
別
に
つ

い
て
は
、

ス
ツ
ィ
ゲ
テ
イ
も
ま
た
デ
1
プ
リ
ン
、

イ
ン
テ
マ
、

ハ

1
パ
ラ

l
等
と
同
様
の
見
解
で
あ
る
と
と
を
諌
め
指
摘
し
て

置
く
。

第
四
十
主
巻

八
九
七

第
六
観

一
五
五



ス
ツ
イ
ゲ
テ
イ
の

r
vピ
y
グ
理
論

先
づ
ハ
l
バ
ラ

1

K
倣
一
っ
て
遮
滅
的
限
界
安
肘
を
仮
定
し

R

つ
封
鎖
的
調
占
に
於
け
る
オ
プ
テ
イ
マ
l
ん
た
販
賓
か
ら
出
禁

す
る
。
か
L
る
事
情
の
下
で
ダ
ン
ピ
ン
グ
が
開
始
ぜ
ら
れ
る
た

め
に
は
、
第
一
に
ダ
シ
ピ
ン
グ
政
資
が
収
俗
的
で
な
け
れ
ば
友

ら
な
い
。
換
一
目
す
れ
ば
外
洲
町
州
安
の
限
界
貿
上
が
限
界
費
用
よ

り
も
L

へ
で
注
げ
れ
ば
な
ら
怠
い
c

ま
た
第
二
に
対
鎖
的
な
潤
占

オ
プ
テ
イ
マ
ム
か
ら
出
張
す
る
限
り
、
相
判
占
者
が
岡
内
販
買
を

そ
れ
以
上
に
撚
張
す
れ
ば
、
岡
内
販
衰
の
限
界
買
上
は
限
界
費

則
上
り
も
小
と
・
な
る
佐
官
で
あ
る
。

い
ま
外
図
版
賓
の
限
界
寅
上

を
ム
山
、
閣
内
販
賓
の
限
界
寅
上
を
師
、
限
界
費
肘
を
北
で
示
せ

ば
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
が
開
始
さ
れ
る
た
め
の
僚
件
は
、
(
同
)
含

斗

r
v
o
h
(凶
)
L
E
l
n
F
〈
(
)
で
あ
る
。
ダ
ン
ピ
ン
グ
輸
出

の
た
め
の
生
産
が
進
行
す
る
に
つ
れ
て
限
界
費
用
が
低
下
し
、

斗

H
H
H
r
l
L
r
v
c
と
左
り
園
内
販
賓
の
牧
俗
的
な
横
張
が
可
能

-
と
友
る
に
し
て
も
、
(
品
。

iF)
〉
(
含

TLT)
或
は
筒
軍
に

斗
。
〉
《
}
E

で
あ
る
限
り
、
関
内
販
買
を
扱
張
す
る
こ
と
な
し

に
ダ
ン
ピ
ン
グ
の
た
め
の
追
加
的
生
産
が
行
は
れ
る
。
し
か
し

ダ
ン
ピ
ン
グ
阪
賓
が
継
続
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、
外
岡
販
賓
の
限

第
四
十
耳
巻

八

九

八

第
六
銃

一
主
六

界
貿
上
が
低
下
し
、
や
が
て

pr八斗
E

占
た
る
。
か

J
O
瞬
間

が
到
来
す
る
と
き
始
め
て
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
輸
出
を
中
止
し
関
内

販
買
を
増
加
す
る
方
が
有
利
に
友
る
。

ハ

l
パ
ヲ

l
は
不
正
確

に
も
ダ
ン
ピ
ン
グ
輸
出
の
中
止
せ
ら
れ
る
時
黙
を
号
H
L
r
印

ち
外
凶
販
震
の
限
界
安
土
が
限
界
費
肘
に
一
致
す
る
黙
と
し
で

規
定
し
た
c

し
か
し
か
、
る
時
貼
が
到
来
す
る
以
前
に
、

)I"~ 

1，副

販
衰
の
限
界
貰
上
よ
り
も
圏
内
販
賓
の
限
界
責
上
の
方
が
大
と

な
り
、
従
っ
て
園
内
販
衰
の
擬
張
が
よ
り
有
利
と
な
る
蹄
聞
が

存
在
す
る
告
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
『
ダ
ン
ピ
ン
グ
開
始
前
の
量

を
園
内
市
揚
に
供
給
し
た
後
の
生
産
の
分
配
は
、
調
占
販
賢
乃

至
は
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
販
貰
へ
の
一
単
位
の
追
加
に
よ
っ
て
獲
得
さ

れ
る
限
界
頁
上
が
、
級
犬
と
な
る
株
な
規
準
に
従
っ
て
行
は
れ

る
。
』
そ
し
て
と
の
分
配
は
、
『
剛
市
揚
の
限
界
寅
上
が
等
し
く

な
り
、
且
つ
限
界
費
用
が
こ
の
債
値
か
ら
極
小
の
背
離
を
一
不
す

様
に
友
る
ま
で
綴
麓
さ
れ
る
o
』
究
局
的
均
衡
に
於
け
る
狽
占
販

責
量
及
び
ダ
ン
ピ
ン
グ
販
蓑
量
が
硲
山
え
き
れ
L
A

ぽ
、
ダ
ン
ピ
シ

グ
債
格
及
び
問
問
内
猫
占
債
格
は
、
外
闘
の
個
別
的
需
要
函
数
及

ぴ
、
園
内
の
需
要
函
数
と
の
闘
係
に
於
て
一
義
的
に
決
定
さ
れ



る
。
遁
減
的
限
界
費
用
の
下
で
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
は
、
閣
内
販
頁

を
繍
張
せ
し
ぬ
る
か
ら
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
後
の
園
内
濁
占
領
絡
は

ダ
ン
ピ
ン
グ
前
に
比
し
て
下
落
す
る
。

火
に
不
鑓
の
限
界
費
用
を
侵
定
し
よ
う
。
こ
t

、
で
は
園
内
販

賓
の
限
界
寅
上
と
外
閲
販
賓
の
限
界
費
上
と
の
最
一
初
の
一
致
貼

は
、
同
時
に
限
界
買
上
と
限
界
費
用
と
の
一
致
結
(
究
局
的
均
衡

知
)
で
あ
る
。
従
っ
て
閣
内
販
寅
を
増
加
す
る
こ
と
(
遅
滞
的
限
界

費
府
内
場
合
)
、

ル
至
は
関
内
販
衰
を
減
少
し
外
問
販
費
や
一
榊
加

す
る
と
と
(
統
一
射
的
問
押
賞
用
の
一
場
合
)
に
よ
っ
て
、
純
利
潤
を
増

加
し
符
る
可
能
性
は
興
へ
ら
れ
た
い
ョ
問
内
販
賓
と
外
問
販
賀

ル
一
の
八
刀
配
は
同
単
純
に
、
一
小
畿
の
限
界
費
用
、
外
聞
販
賓
の
限
界

費
上
及
び
図
内
販
費
の
限
界
寅
上
の
一
致
L
O
H
L
E
U
L
一'とふ一一日

ふ
規
準
に
従
ふ
。
従
っ
て
ダ
ン
ピ
ン
グ
前
及
び
ダ
ン
ピ
ン
グ
後

に
於
け
る
岡
内
債
格
及
び
閥
内
販
費
量
は
不
愛
で
る
る
。

コミ

ツ

ィ
が
テ
イ
に
よ
れ
ば
、

イ
ン
テ
マ
及
び
ハ
l
パ
ラ
ー
に
よ
っ
て

規
定
さ
れ
た
究
局
的
均
衡
の
僚
件
は
、

か
o
h

る
特
殊
な
前
提
の

F
に
於
て
の
み
正
確
に
安
賞
す
る
。

更
に
遁
増
的
限
界
費
用
h
T
一
限
定
し
上
う
。
こ
L
A

で
は
生
産
の

ス
ツ
イ
ゲ
ア
イ
の
ダ
ン
ピ
ン

r
理
論

横
張
は
よ
り
高
い
限
界
費
用
の
下
に
於
て
の
み
可
能
で
あ
る
。

従
っ
て
濁
占
者
は
差
蛍
り
生
産
横
張
の
利
益
を
受
え
友
い
。
彼

の
関
心
は
先
づ
外
図
版
賓
の
限
界
一
買
上
と
閣
内
販
賓
の
限
界
育

上
と
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
販
衰
の
合
目
的
的
た
分
配

を
行
ふ
乙
と
の
み
に
注
が
れ
る
。
彼
は
園
内
販
賓
の
減
少
に
伴

ふ
岡
内
費
上
の
減
少
分
が
ダ
ン
ピ
ン
グ
に
よ
っ
て
鷲
ら
さ
れ
る

賓
と
増
加
4

分
よ
り
も
小
で
あ
る
限
り
、
生
産
横
張
存
一
行
ふ
こ
と

た
し
に
閥
内
販
買
を
減
じ
、
そ
の
数
H

析
を
ダ
ン
ピ
ン
グ
す
る
。

ク
ー
ル
ノ

1
却
に
開
際
寸
る
淵
』
l

打
開
叫
費
量
ぞ

m
ーとし、

悶
I入j
販

ロ1 重工

番 の
目 c 0 減
ま号少
で l 分・
のーを
= 九::::.... ;:] 

輩出ヨ単
位¥/ flL 
古，と
["m 0 寸
内でれ
市あり?
揚る
カ fill1
らり

上
げ
ら
れ

タ
ン

E

D

番
目
か
ら

ピ
ン
グ
せ
ら
れ
る
。
閣
内
販
買
を
減
じ
外
凶
販
資
を
増
加
し
て

行
く
う
ち
に
.
閣
内
衰
上
の
減
h
M
r

分
と
ダ
ン
ピ
ン
グ
質
上
と
が

等
し
く
友
る
時
期
が
到
来
す
る
。

こ
a
h

で
販
衰
の
八
A

配
は
一
一
舷

の
均
街
に
す
る
。
し
か
し
そ
の
均
街
は
不
安
定
で
あ
る
。
何
故

友
ら
だ
ほ
利
潤
増
加
の
可
能
性
が
残
き
れ
て
ゐ
る
限
り
、

者
は
生
産
の
繍
張
に
よ
っ
て
そ
の
可
能
性
を
寅
現
し
よ
う
と
す
倒
占

第
四
十
五
巻

第
六
披

五
七

八
九
九



ス
ヴ
イ
F
テ
イ
の

r
y
ピ

y
r
理
論

る
か
ら
。
か
〈
て
こ
の
均
衡
貼
が
到
達
さ
れ
る
や
否
や
、
狽
占
者

は
山
単
純
な
販
苗
円
分
配
の
政
策
か
ら
、
追
加
的
生
産
横
張
の
一
政
策

に
特
や
る
。
迫
加
的
生
産
量
の
販
買
も
ま
た
、
一
単
位
の
販
実
に

よ
っ
て
妓
得
さ
れ
る
限
界
中
質
上
が
似
犬
に
た
る
椋
た
方
法
で
行

L土
;!'L 

か
く
し
て
再
び
凶
内
阿
川
賞
の
榊
加
が
質
ら
さ
れ
る
ω

し

か
し
こ
の
間
内
収
支
の
品
川
ぃ
加
は
、

単
純
な
販
問
分
配
政
策
に
よ

っ
て
招
来
さ
れ
た
閣
内
販
賓
の
減
少
八
刀
を
完
全
に
柚
ふ
こ
と
は

出
米
た
い
。
襖
一
吉
目
す
れ
ば
ダ
ン
ピ

y
グ
後
の
関
内
販
賓
且
一
旦
は
ダ

ン
ピ
ン
グ
前
の
そ
れ
に
比
し
て
減
少
す
る
。
何
故
な
ら
『
グ
ン

ピ
ン
グ
は
限
界
費
用
曲
線
の
低
い
部
分
を
必
要
と
し
た
た
い
め
に

濁
占
限
界
育
上
曲
線
と
組
合
さ
れ
る
限
外
費
用
部
分
は
、

や
ダ
ン
ピ
ン
グ
前
よ
り
も
一
暦
念
勾
配
と
な
る
か
ら
。
L

一
従
つ

て
関
内
限
界
費
上
曲
線
と
限
界
賛
用
曲
線
と
の
交
黙
が
よ
り
一

居
縦
軸
に
接
近
す
る
か
ら
で
る
る
a

し
か
し
と
与
で
も
ま
た
ス

ツ
ィ
ゲ
テ
イ
は
、
園
内
限
界
宇
宙
貝
上
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
限
界
買
上
及

ぴ
限
界
費
用
の
一
致
を
究
局
的
均
衡
の
依
件
と
考
へ
て
ゐ
る
の

で
は
友
い
。

紋
に
於
て
は
遜
増
的
限
界
費
灼
の
下
で
の
究
局
的

岡
市
揚
の
等
し
い
限
界
衰
上
が
一
限
界

均
衡
の
僚
何
も
ま
た
、

い
ま

第
四
十
五
巻

九

0
0

第
六
銃

一
五
八

費
削
か
ら
板
小
の
背
離
を
な
す
こ
と
』
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
限

界
費
用
曲
線
が
念
勾
配
に
な
り
、
同
内
限
界
買
上
曲
線
と
の
安

駐
が
縦
軸
に
接
近
す
れ
ば
、

ス
ツ
ィ
ゲ
テ
イ
の
意
味
に
於
け
る

究
局
的
均
術
賠
も
支
た
縦
軸
に
接
近
す
る
。
従
っ
て
逓
増
的
限

不
安
打
つ

F
土
子
、
十
る
ク
ン
J

F

U

ン
ク
土
、

!
'
j
!
/
M
I
-
-
d
f
:
!
'
』

関
内
版
品
目
の
減
少
及

び
同
門
似
体
の
総
武
古
川
畑
山
散
す
り
り
に
と
に
た
ら
。

以
ト
L

に
於
て
五
口
々
は
、

イ
ン
テ
マ
双
び
ハ

1
バ
ラ

I
の
畑
一
論

と
ス
ツ
ィ
ヂ
テ
イ
の
理
論
と
が
安
局
的
均
衡
依
件
の
規
定
に
於

て
は
相
違
し
て
ゐ
る
に
か
L
わ
ら
ヂ
、
同
内
市
制
切
に
及
ぼ
す
ダ

ン
ピ
ン
グ
の
作
用
に
倒
し
て
は

る
の
を
知
勺
た
。

ダ
ン

ピ
ン
グ8

ι〉
経、同
i品、一
白旬、 の
跡、結
づ、論
け、に
』こj'1J

融i建
す L
るて
スゐ

ツ
ィ
ゲ
テ
イ
の
分
析
は
、

ハ

1
パ
ラ

1
の
そ
れ
よ
り
も
よ
り
正

確
で
あ
る
ロ

そ
れ
に
も
か
L
わ
ら
守
主
口
K

は、

ス
ツ
ィ
ゲ
テ
イ

の
迎
論
を
無
僚
件
に
受
け
容
れ
る
と
と
を
得
た
い
。

ス
ツ
ィ
グ

テ
イ
に
よ
れ
ば
究
局
的
均
衡
の
依
件
は
、

両
市
揚
の
限
界
責
上

ω
一
致
及
び
こ
の
債
値
か
ら
の
限
界
費
問
の
背
離
が
紙
小
で
あ

る
こ
と
で
る
る
。
け
れ
H

と
も
容
易
に
知
ら
れ
る
様
に
、
限
界
費



用
が
限
界
貿
上
か
ら
背
離
し
て
ゐ
る
限
り
、
従
っ
て
た
ほ
限
界

利
潤
が
獲
得
さ
れ
う
る
限
り
、
調
占
者
に
封
し
て
線
利
潤
増
加

の
徐
地
が
浅
さ
れ
る
。

そ
れ
故
に
限
界
費
用
が
限
界
責
上
か
ら

幾
分
で
も
背
離
し
て
ゐ
る
限
り
、
か
L

る
背
維
の
状
態
を
究
局

的
均
衡
欣
態
と
見
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
こ
ゼ
五
円
々
は
ス
ツ

ィ
ダ
テ
イ
の
設
明
を
修
E
さ
れ
た
形
で
提
出
し
よ
う
。

遁
滅
的
限
界
春
一
肘
を
俄
定
ず
る
。
濁
占
血
刊
の
同
心
す
る
の
は

限
肝
件
費
上
そ
の
も
の
で
は
夜
く
し
て
、
限
外
利
間
三
あ
る
。
具

州
問
的
民

へ
ば
納
利
潤
柑
加
の
可
能
性
で
あ
る
。

ク
ー
ル
ノ

1

販
資
輩
か
ら
刊
裂
す
る
判
朝
合
、
相
側
出
者
は
芳
日
常
り
ダ
ン
ピ
ン
グ

輪
出
の
た
め
に
の
み
生
産
増
加
を
行
ふ
。
ダ
ン
ピ
ン
グ
の
進
行

に
つ
れ
て
外
岡
販
賓
の
限
界
買
上
及
び
限
界
費
用
が
次
第
に
低

下
す
る
。
や
が
て
外
図
版
賓
の
限
界
利
潤
、
剖
ち
低
下
し
た
外

図
版
賓
の
限
界
買
上
と
低
下
し
た
限
界
費
用
、
ど
の
業
が
関
内
販

費
の
限
界
利
潤
、
印
ち
ク
ー
ル
ノ

I
販
衰
の
限
界
責
上
と
低
下

し
た
限
界
費
用
と
の
差
に
一
致
す
る
瞬
間
が
到
来
す
る
。

し
古3

し
勿
論
調
占
者
は
こ
の
時
鈷
に
於
て
生
産
横
張
を
中
止
し
は
し

E

泣
い
。
何
故
な
ら
た
ほ
限
界
利
潤
が
存
在
す
る
か
ら
。
調
占
者

ス
ツ
イ
M

ツ
テ
イ
の
ダ
シ
ピ
シ
グ
理
論

は
い
づ
れ
の
市
場
の
た
め
に
生
産
携
張
を
績
け
る
か
。

ス
ツ
ィ

ヂ
テ
イ
に
は
こ
の
泥
明
が
飲
け
て
ゐ
る
。
五
日
々
は
と
う
言
ふ
と

'
ど
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。
最
初
の
限
界
利
潤
均
衡
結
を
超
え
て

の
生
産
撰
張
が
関
内
市
揚
の
た
め
に
行
は
れ
る
か
、
外
図
市
場

の
た
め
に
行
は
れ
る
か
は
、
そ
の
黙
に
於
け
る
前
市
坊
の
限
界

買
上
曲
線
の
弾
力
性
に
依
存
す
る
と
。
若
し
こ
の
開
力
性
が
闘

内
市
場
に
於
け
る
工
り
も
外
岡
市
場
に
於
て
大
で
あ
る
た
ら
ば

従
っ
て
一
単
位
の
追
加
的
生
産
完
の
販
商
百
一
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ

る
限
界
品
川
上
が
間
内
市
場
し

あ
る
念
仏
一
ば
‘
猟
白
血
哨
は
外
関
取
一
買
を
掛
践
す
る
で
あ
ら
う
し

反
針
た
ら
ば
国
内
販
衰
を
旗
張
ず
る
で
あ
ら
う
。

こ
L
に
注
目

ナ
ペ
き
問
遍
が
生
十
る
。
偲
り
に
最
初
の
限
界
利
潤
均
衡
黙
に

於
け
る
外
岡
市
場
の
限
界
買
上
曲
線
の
弾
力
性
が
、
そ
の
黙
に

於
け
る
図
内
市
場
の
限
界
買
上
曲
線
の
弾
力
性
よ
り
も
大
で
あ

り
、
従
っ
て
猫
占
者
は
最
初
の
限
界
利
潤
均
衡
賭
を
超
ゆ
る
過

剰
販
曹
を
外
岡
市
場
に
封
し
て
行
ふ
と
す
る
つ
と
の
過
剰
版
寅

は
外
岡
市
揚
の
限
界
費
上
官
庁
、
ぴ
限
界
費
用
を
よ
り
一
唐
低
下
せ

し
め
、
同
時
に
外
岡
販
賓
の
限
界
利
潤
を
、
最
初
の
限
界
利
潤

第
四
十
五
巻

第
六
時
師

豆E
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九
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しかし限界買上の低下事は限界費m~，侭 F事よりも一般に大でなければなら
ない。さもなければ扇曲線は交はら寸ヘ従って均衡は成立しない。

3) 



ス
ヴ
イ
ヂ
テ
イ
の
ダ

y
ピ

y
グ
理
論

均
術
鮪
に
於
り
る
岡
剛
内
販
衰
の
限
界
利
潤
以
下
に
低
下
せ
し
め

る
。
従
っ
て
閣
内
販
賓
の
損
張
が
開
始
せ
ら
れ
る
が
、

し
か
し

園
内
販
賓
の
抜
張
は
最
H
十
ス
ツ
ィ
ゲ
テ
イ
の
信
や
る
如
く
限
界

買
上
均
等
の
法
則
に
は
従
は
な
い
。
何
故
な
ら
新
ら
し
い
限
界

貿
上
均
術
貼
ま
ヴ
同
門
版
貰
が
鴨
川
張
さ
れ
し
、
ば
、
そ
れ
に
隙
じ

伊
-
ヨ
に
円
ト
U
M

工
4
j
z
-
、

E

、
山
山
E
A
Y
H
s
f
ぃ

川

治

u
り

7
f
h
Z
ド

/

1
1
J
l
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t
一

ぬ
と
コ
:
昨
》

;
l亡
L

J

S
J
1
1
「一
-
I
L
山
川
口
ゲ

JF

上
均
衡
黙
に
於
て
も
友
ほ

凶
内
販
衰
の
限
界
利
潤
は
外
岡
販

衰
の
限
界
利
潤
よ
り
も
大
で
あ
る
か
ら
。
そ
れ
故
に
岡
内
販
賓

は
新
ら
し
い
限
界
貿
上
均
衡
結
以
土
に
接
張
せ
ら
れ
、
や
が
て

新
ら
し
い
限
界
利
潤
均
衡
結
が
到
達
き
れ
る
。
新
ら
し
い
限
界

利
潤
均
衡
貼
に
於
て
は
.
外
閣
販
買
の
限
界
買
上
と
園
内
販
衰

の
限
界
買
上
と
は
不
均
等
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
貼
に
照
臆
す

る
外
国
販
賓
の
た
め
の
限
界
費
用
と
図
門
販
賓
の
た
め
の
限
旧
作

費
用
と
も
不
均
等
で
る
る
。
し
か
し
と
の
困
難
は

f
w
E
Fを

充
分
に
小
さ
〈
す
れ
ば
取
除
か
れ
る
。
具
館
的
に
言
へ
ば
霊
位

量
を
充
分
に
小
さ
く
と
れ
ば
よ
い
。
ま
た
新
ら
し
い
限
界
利
潤

均
衡
知
に
於
け
る
限
界
利
潤
は
、
最
初
の
限
界
利
潤
均
衡
貼
に

於
け
る
そ
れ
よ
り
も
小
で
な
け
れ
ば
た
ら
な
い
。
何
故
友
ら
限

第
四
十
五
巻

ブL

O 

第
六
披

ノ、

O 

田
竺
賃
上
の
低
下
卒
は
限
旧
作
費
用
の
低
下
卒
よ
り
も
大
台
左
け
れ

ば
な
ら
な
い
か
ら
。

さ
も
た
け
れ
ば
限
界
貫
工
曲
線
と
限
界
安

用
曲
線
と
は
」
父
は
ら
や
、
従
っ
て
均
衡
は
成
立
し
な
い
。
か
t
ゐ

る
過
程
の
進
行
に
つ
れ
て
州
市
場
か
ら
得
ら
れ
る
限
界
利
潤
は

A

、H
ぞ
い
川
町

P
E
)

、

，d
A
J
i
/
/日

URC
、歩ん吋

lo-

FF

一
ご

U
L
b
u
ヨ一

J
t
z
I巴
リ
目
当
宝
、

i
v
w
-

2

1

りフ

XF向
f
問
じ
円
刻
平
沼
古
川
正
か
寸

る
瞬
間
、
従
っ
て
附
市
場
の
限
界
一
段
上
が
限
外
拠
出
川
に
一
致
す

る
腕
聞
に
於
て
到
達
さ
れ
る
。
そ
れ
放
に
限
界
利
潤
均
衡
賄
を

超
え
て
の
販
賓
績
張
を
定
分
に
小
な
ら
し
め
る
限
り
、
五
川
々
は

イ
ン
チ
マ
及
び
ハ

l
バ

7
1
と
共
に
ダ
ン
ピ
ン
グ
の
干
に
於
け

る
筑
局
的
均
術
の
一
保
件
を
限
界
史
問
、
外
凶
の
限
界
官
民
上
及
ぴ

閣
内
の
限
界
貿
上
の
一
致
と
し
て
規
定
し
て
支
障
へ
た
い
。

以
上
の
考
察
は
限
界
費
用
が
遊
日
升
的
で
る
る
場
合
に
も
ま

た
不
時
世
ぜ
あ
る
場
合
に
も
適
用
す
る
こ
と
が
山
川
郡
市
る
。
た
ピ
遮

弁
的
限
界
費
用
の
揚
ム
口
に
は
、
追
加
的
生
産
の
開
始
以
前
に
皐

純
た
販
烹
分
配
政
策
が
介
入
す
る
と
と
を
注
意
せ
ね
ば
左
ら
な

u、。


